　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　東病棟チームカンファレンス記録
	A.O.M
	S.G.M

	
	


令和2年7月6日(月)　　　　　　　　　　　　　　　　　　司会・記録：中野　円香
	加藤
	澁谷
	中野
	滝田
	松舘
	坂澤
	柴田
	川守田
	澤田
	金井
	種市

	○
	深
	○
	休
	準
	○
	休
	深
	○
	〇
	休

	畑中
	小沼
	大久保
	見上
	金谷
	土橋
	荒木田
	佐々木
	中村
	鶴飼
	

	　○
	○
	休
	準
	五福
	○
	深
	休
	準
	○
	


＜連絡事項＞
・グループ内研修のお知らせ。
日　時：7月22日（水）16：30～17：00

場　所：病院２階　会議室

テーマ：ＣＷ研修（職員負担の軽減及び処遇改善に関する体制計画）

 対　象：全介護職員

    講　師：古川ＪＧＭ
・東Aのスタッフオフィスの入口の鍵を交換済。以前使用の鍵を使用してください。
・病棟の入浴用のタオルは、業者洗濯に出すようにしてください。CSセットに混入していた事があったようです。

＜患者様連絡事項＞
・和田　昌様～不穏時）リスペリドン内用液1㎎　1P　10回分処方。
・蛯沢　なつみ様～不穏時）リスペリドン内用液1㎎　1P　10回分処方。
・安達　貴浩様～不穏時）ロラゼパム(0.5)　10回分処方。

・飯岡　裕子様～疼痛。発熱時）カロナール(200)2T　10回分処方。
・鈴木　德美様～ピコスルファートＮａ内用液1本処方。
・佐々木　忠明様～ピコスルファートＮａ内用液1本処方。
＜隔離・拘束患者様状態報告＞
・立花　圭様～時間隔離中(20時～6時)。スタッフに関する話し掛けはあるが頻回ではなく、他者への過度な干渉も見られない。引き続き早期の処遇改善を目指し、看護介入・観察を行っていく。
・宮崎　宏之様～終日隔離中。午前・午後1時間の開放観察実施。トイレへ衣服を詰め込み全裸となっているため、着衣を促し、一旦は着衣するがすぐに全裸となり退室しようとする。入室中も全裸で過ごす。引き続き早期の処遇改善を目指し、看護介入・観察を行っていく。
・袴田 将志様～時間隔離中(20時～6時)。引き続き早期の処遇改善を目指し、看護介入・観察を行っていく。
＜要注目患者様情報＞
・和田　昌様～気分が高く易怒的で他者への干渉や暴言があり口論となっている。物を投げつける等衝動行為もあり、継続指示のレボトミン(25)１A筋注施行している。その後も気分の高揚や他者への迷惑行為は続いている。

・小笠原　久年様～幻聴に左右され壁蹴りやホールのテーブルをひっくり返すなど粗暴行為があり、13:00金Dr.へ状態報告しレボトミン(25)１A筋注施行している。
・中村　聡様～穏やかな様子で疎通は良好。昨日倒れていた経緯については覚えていない様子。食事は各食全量摂取。自室で臥床し過ごしている。
・下村　光子様～病識が無く「明日友人と約束をしていたので退院しなければならない」など訴えている為、医療保護入院についての説明を再度行っている。
・飯岡　未来様～朝食は介助にて1/2摂取。小声での独語は続いている。昼食は拒否あり不食。指示の点滴をトラブルなく施行している。
・蛯沢　なつみ様～帰宅要求、自傷行為を仄めかす発言あり。スタッフ傾聴、説明にも一
方的で理解乏しい。9：15落ち着かない為不穏時継続指示リスペリドン
内用液1ml　1P投薬。その後は自室にて臥床し安静に過ごす。表情冴
えなさあるが自傷行為、危険行為は無い。情動不安定さある為観察継
続し行っていく。
・久保　興介様～奇異行為、落ち着き無く棟内徘徊目立ち口調もコロコロと変わる。粗暴的言動、行動は無いが高圧的態度を示す事もあり。他者トラブル無いが特定女性患者への話掛け頻回な為、観察を要す。
・木村　格治様～高圧的にスタッフコールあり。援助の後は穏やかにお礼を述べている。バイタルサインの異常は無い。
・飯岡　裕子様～朝食1/3、昼食拒食。8：00オキシコドン（5）4C内服。食後薬むせ込みなく内服する事出来ている。バイタルサイン異常、酸素飽和濃度の低下無し。顔色不良、血尿持続。対面時悲観的発言聞かれている。フェイススケールは3～4を推移。
・石田　信幸様～アルコールに関す訴え、悲観的な発言は無い。余暇適度に他者交流見られ、にこやかに会話を交わされている。対面時は穏やか。本日入院時の検査行っている。
＜金Dr.診察情報＞
・木村　文隆様～リスペリドン(2)→(1)へ減量となり他同内容で7日分処方。
・飯岡　未来様～臨時薬、点滴同内容で7日分処方。
・中村　聡様～臨時薬8日分処方となる。
	＜入院患者様情報＞
日　　時：R2.7.5　23:30

氏　　名：中村　聡（なかむら　さとし）様

生年月日：昭和30年4月28日（65）

病　　名：統合失調症

性　　別：男性

診 察 医：金Dr.

入院形態：医療保護入院

病　　棟：東病棟Ａユニット

　

(経過）

　R2.7.5、道端で倒れている所を近隣住人が発見、救急要請し青森労災病院へ救急搬送となった。意識障害の精査を行ったが、器質的な異常認められなかった。まとまりのない言動や粗暴行為がみられた。精神科の通院歴があることから、精神疾患の関与が疑われ当初救急輪番の松平病院に連絡を行ったが、経過観察をし翌日受診するように言われたため、当院へ連絡が入る。22:48、急遽保健所の職員と父親を連れて当院へ来院される。

　ある程度の疎通は可能ではあるが、まとまりのない言動や粗暴行為がみられる中での帰宅は困難であると判断。バイタルサインの異常はない。保健所の職員からの情報では、昨年までみちのく記念病院に入院をしていた。

　23:50、父親の同意を得て、東病棟Aユニットへ医療保護入院となる


